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本論文は自動制御要素としての 2 相サーボータおよびその応用に関する研究をまとめたもので， 7章よ
り成っている口
tf11 章は，本論文の内容乙う概と， 2 相サーボモータを研究することになった動機を述べている。








第 3 章は第 2 章で述べた 2 相サーボモータに関する一般論を基礎として，制御要素としての特性および

























第 1 章は序論で， 2 相サーボモータの特性は，動力用電動機と異り，応答特性，線形性等，制御要素と
しての特性に注目すべきこと，および第 2 章以下の本論文のこう概をのべて，乙の研究に関する著者の考
え方を明らかにしている。




























































らに実験的検討を加えた。また，制御系操作機器としての 2 相サ{ボモータの役割j とその特性を明らかに
し，各制御系のそれぞれの特長を十分活かした制御法を示した。
このように著者の研究は，電気工学におよび制御工学に貢献するところがすくなくない。よってこの論
文は博士論文として価値あるものと認める。
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